
埋蔵文化財センター周辺遺跡の紹介

岡 本 恭 一

はじめに

私は昭和４６年頃から金沢市内の遺跡の踏査を行ってきた。踏査地域は犀川上流部の熊走町から中・

下流部の入江町等犀川流域が中心である。ここでは、私が天池町、三小牛町等埋蔵文化財センター周

辺に在る遺跡で採集した遺物を中心に紹介したい。

菅池C遺跡

この遺跡は、埋文センター対岸の標高４００m前後の犀川河岸段丘上に位置する。鉄塔建設の為、削

り取られた赤土上で平成２年、松山和彦氏によって表面採集されたものが、旧石器時代の石刃であり、

金沢市最古の遺物である。

角間川遺跡

昭和５０年、生きた化石と呼ばれる「ウスバシロ蝶」を採集しに行った折、帰り際に林道の斜面で２

点の土器片と１点の石器を採集したもので、その内１点が縄文時代早期中葉の山形押型文であった。

天池遺跡

昭和５１年「ギフ蝶」を採集しに行った際、金沢工業大学天池自然学苑建設現場で十数点の土器片と

石器を得たもので、土器片は縄文時代早期中葉戸田下層式に比定できるものである。金沢市教育委員

会と沼田啓太郎先生の指導の下、石川考古学研究会々員等による発掘調査が行われ、土坑２基、配石

状遺構１基、数十点の縄文土器片、尖頭器を含む石器を発掘している。平口哲夫氏から石器実測図の

複写図を頂いた。

中戸遺跡・中戸B遺跡

昭和５１年に土地改良が行われた折、浅井勝郎氏が発見されたもので、同年５月に一日だけの発掘調

査が行われ、縄文時代前期後半の数十点の土器片、石器等が得られている。土器は前期後半の十三菩

提式のものである。また、石刃１点が表面採集されている（打点が除去されており、ナイフ型石器か

もしれない）。発掘調査については、『石川考古学研究会々誌１８号』に詳しい。

また、平成８年、埋文センター建設に際して発掘調査が行われ、住居址状遺構２基と草創期に溯る

物であろう有舌尖頭器が発見されている。参考として珠洲市出土の２点の草創期尖頭器の実測図（原

図、平口氏）を掲げる（第１図４・５）。B遺跡は建設工事に先立つ試掘調査により発見されたもの

であり、時期は詳らかでない。

大桑中平遺跡

昭和４７年果樹園開発の折、浅井勝郎氏によって発見されたもので、同年に一日だけの発掘調査が行

われ、数百点の縄文時代中期前葉の土器片と石器等が出土した。沼田先生により大桑式と提唱され、

全国の編年に活用されている。

大桑七兵衛平遺跡

三小牛山入り口の河岸段丘上に位置する。詳細については『石川考古学研究会々誌２４号』を参照さ

れたい。

三小牛法師の淵

別所から「アユ」を釣るために川へ降ると「法師の淵」の真上に平坦面が在り、縄文時代の土器片、
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石器等が表面採集できる。

その淵には春に「サクラウグイ」呼ばれる魚が数千匹の大群で川を遡り、産卵する。「ウグイ」と

は春に川を下り海で「マルタウグイ」と呼ばれる体長７０㎝前後となる個体と、川を遡り、オスは桜色

の婚姻色を発する２５㎝程のものがいる。捕り方は簡単で、投網を入れれば一度に数十匹も獲れ、その

後の処理も簡単で、その日の内に天日乾燥出来、縄文時代にも盛んに利用されたと考えられる。現在、

犀川に群れなす「ウグイ」は見られず、絶滅状態にある。

三小牛作業場遺跡

この遺跡は、昭和６年陸海軍による飛行場建設の際に破壊されてしまった。その際に若干の縄文時

代の土器片、奈良・平安時代の土師器、須恵器片が発見されている。飛行場としては、太平洋戦争時、

戦闘機２機が小松基地に向かう途中不時着し、翌日多数の金沢市民に見守られ離陸したのが唯一の記

事である。また、「自衛隊演習場」の一部に包含層が残っている。（岡本晃教示）

三小牛地獄谷

当遺跡は、作業場遺跡からやや下った丘陵面に所在する。昭和５６年に自衛隊が、装甲車を通す為ブ

ルドーザーで山林を削り取った際、縄文時代、奈良・平安時代の土器片等が出土した。遺跡の大部分

は残されている。当時はフェンス等で仕切られておらず、出入り自由だった。現在は無断では立ち入

れない。

三小牛ハバ遺跡・三小牛サコ山遺跡

両遺跡ともに地獄谷遺跡より一段下ったところに隣接して所在する。ハバ遺跡は昭和６１～６３年金沢

市教育委員会が発掘調査を行っており、掘立柱建物２棟とそれを取り囲む様に大溝が検出され、古代

の山岳寺院と考えられている。それを裏づけるかの様にサコ山遺跡から６００枚余りの皇朝十二銭と銅

板鋳出仏（第９図－２０２）が発見された。

小原兜山遺跡

当遺跡は、昭和５１年林道開発の際、北陸農政局職員が県教育委員会に遺物を伴い届け出たもので、

縄文時代中期の土器片と石錘等があった。

娚杉遺跡（清水平）

犀川河岸段丘標高約４００m付近に位置する。昭和４７年浅井勝郎氏が発見されたもので、林道斜面に

竪穴建物状の遺構が見られ、数点の土器、石器、土師器、須恵器、中世陶磁器片を得ている。また、

現在も石囲炉が見られる。

娚杉B遺跡・娚杉C遺跡

娚杉B遺跡は、清水平から３００m離れて位置し縄文時代の土器片、打製石斧と剥片を得ている。ま

た、清水平から２００m離れて剥片が纏まって得られた箇所をC遺跡としている。

瀬領遺跡

この遺跡は、「金沢市鷹ノ巣城跡」と大部分が重なっており、林道の崖面に竪穴建物状の落ち込み

が見られ、縄文時代後期の深鉢完好品が出土している。此処から南へ５００m離れて北陸電力の変電所

が在り、林道はそこまで続く。その所々で打製石斧や、剥片が表面採取でき、桂質頁岩製の打製石斧

状石器は注目に値する。また、奈良・平安時代や中世の遺物も採集出来る。

笠舞A遺跡

「笠舞第三段丘」上に在り、陸軍騎兵大隊長田中好春氏によって昭和３年に塹壕掘りの演習と言う

名目で発掘調査が行われ、縄文時代、古代、中世の遺物が多数発見されている。この遺跡については

昭和５６年発刊された『金沢市笠舞A遺跡発掘調査報告書』に詳しい。
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笠舞B遺跡・笠舞猿丸神社

笠舞A遺跡から南西に３００m離れた同一段丘上に在り昭和４０年代前半の宅地・公園開発の際に、縄

文時代晩期の遺物が出土している。同遺跡から東へ２００m離れ、鹿角製針、釣針が出土している。ま

た、遺跡から１５０m離れた猿丸神社境内から昭和４６年に石錘、剥片を得ている。

竪町遺跡・兼六園山崎山

市の中心部竪町から凹石、打製石斧が出土している。また、此処から北東２００mの兼六園山崎山か

ら、昭和４７年に縄文土器片と剥片を得ている。

十一屋遺跡・法師遺跡

犀川左岸の十一屋地内から打製石斧が得られている。また、法師地内から打製石斧が出土し、その

場所は不老坂中段と伝える。（河村儀一氏ご教示）

寺地地内

昭和４６年に行われた道路改良工事の際、多量の弥生土器、法仏～月影の土器片と伴に縄文時代の土

器片、石器等が発見された。

泉野出町地内

この地点は石川県立金沢泉丘高校の裏手に広がる畑地内に在り、現在も表面採集のできる数少ない

箇所である。

長坂・野田山遺跡

金沢市郊外に在る野田山左斜面に所在する。長坂二子塚古墳を中心として遺物が広がり、所々で剥

片が採集できる。この古墳群の最高所に野田山三角点古墳が在り、隣に野田山遺跡が所在し古代の遺

物が採集されている。

犀川鉄橋遺跡

犀川が中流部から下流部に移る地点の川中に所在し、直ぐ傍に「清水の淵」が在り、夏場の渇水期

には魚の溜まる処である。昭和５３年に石川県立埋蔵文化財センターが発掘調査を行い縄文時代後・晩

期の土器片と、特にTK２１０型式を中心とした古墳時代後期の遺物を発掘している。（１９８２年 金沢市

犀川鉄橋遺跡第１・２次発掘調査報告書）

若松地内

若松療養所と若松刑務所の周辺に在る。昭和５０年頃に小片の縄文時代の土器片、剥片が得られてお

り、その内２点が早期の押型文である。その他、古代、中世の遺物も散見できた。（沼田啓太郎氏ご

教示）

若松B遺跡

浅野川より一段上の河岸段丘上に在り昭和５５年道路改良工事の折、法仏～月影式期の多量の土器片

と若干の縄文時代の遺物が出土した。

大桑橋遺跡

大桑橋右岸の河岸段丘の一角を占める。昭和４６年宅地開発の折、月影式の中型甕（ほぼ完形品）１

点と、奈良時代（８世紀半ば）の須恵器坏身を得た。

崎浦地内

昭和初年頃の崎浦古墳群破壊時に縄文時代の遺物が出土している。水田化・宅地化により十数基の

墳丘を持つ円墳等が破壊された。市最大規模を誇る古墳群であった。（沼田啓太郎氏ご教示）

舘町遺跡・舘山町遺跡

両遺跡ともに打製、磨製石斧の出土である。
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山科遺跡

昭和４０年後半代の宅地開発の際、縄文土器片と打製石斧が出土した。

板屋・袋七曲地内

両地点ともに浅野川の河岸段丘上に位置し、板屋では、昭和４６年に縄文土器片と打製・磨製石斧が

出土している。七曲では縄文時代の遺物が散見できる。

笠舞日吉神社

昭和４６年、笠舞三丁目日吉神社境内とその隣地である畑から、平安時代と中世の遺物を採集してい

る。

三小牛横穴

七兵平から作業場に向かう左斜面に、２基は開口、１基は半開口で昭和５０年頃まで所在したが、自

衛隊の作業道の為に切り崩されてしまった。

終りに

この一文は、埋蔵文化財センター周辺の遺跡について、記録を残す為に記した。本文中に掲げた拓

本は筆者の父が採拓した物で、石器実測図は、筆者の他、沼田先生、平口哲夫氏、伊藤雅文氏の手に

よる物がある（沼田先生から複写図を頂いていた）。

引用・参考文献

１９７１ 石川考古学研究会々誌第１８号

１９８１ 石川考古学研究会々誌第２４号

１９９２ 石川県遺跡地図

１９９７ 石川県立埋蔵文化財センター年報第１７号
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第１図 菅池C、中戸遺跡他石器実測図
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第４図 娚杉、瀬領遺跡他土器・石器実測図
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第６図 笠舞A遺跡土器石器・骨角器実測図
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第７図 七兵衛平、三小牛サコ山遺跡他土器・石器実測図
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第８図 寺地、山崎山他土器・石器実測図
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第９図 板屋、館遺跡他土器・石器実測図
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No. 遺跡名など 種別 岩石名 備考

１ 菅池 石刃 桂質頁岩

２ 中戸 石刃 桂質頁岩

３ 中戸 尖頭器 無斑昌ガラス質安山岩 草創期

４ 珠洲 尖頭器 草創期

５ 珠洲 尖頭器 無斑昌ガラス質安山岩 草創期

６ 天池 尖頭器 草創期

７ 天池 尖頭器

８ 天池 石鏃

９ 天池 石鏃

１０ 天池 石鏃

１１ 天池 石鏃

１２ 天池 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

１３ 天池 石錐

１４ 天池 二次調整の有る剥片 頁岩

１５ 天池 剥片 頁岩

１６ 天池 剥片 頁岩

１７ 天池 剥片

１８ 天池 調整痕の有る剥片

１９ 天池 二次調整の有る剥片

２０ 天池 剥片

２１ 天池 剥片

２２ 天池 剥片

２３ 天池 剥片

２４ 天池 剥片

２５ 天池 剥片

２６ 角間川 縄文土器 早期

２７ 若松 縄文土器 早期

２８ 若松 縄文土器 早期

２９ 角間川 礫器 角閃石安山岩

３０ 天池 縄文土器 早期

３１ 天池 縄文土器 早期

３２ 天池 縄文土器 早期

３３ 中戸 縄文土器 前期

３４ 中戸 縄文土器 前期

３５ 中戸 縄文土器 前期

３６ 中戸 縄文土器 前期

３７ 中戸 縄文土器 前期

３８ 中戸 縄文土器 前期

３９ 中戸 縄文土器 前期

４０ 中戸 縄文土器 前期

４１ 中戸 縄文土器 前期

４２ 中戸 縄文土器 前期

４３ 中戸 縄文土器 前期

４４ 中戸 縄文土器 前期

４５ 中戸 縄文土器 前期

４６ 中戸 縄文土器 前期

４７ 中戸 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

４８ 中戸 石鏃 流紋岩

４９ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５０ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５１ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５２ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５３ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５４ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５５ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５６ 娚杉（清水平）縄文土器 後期

５７ 娚杉（清水平）石鏃 チャート

５８ 娚杉（清水平）石鏃 流紋岩

５９ 娚杉（清水平）石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

６０ 娚杉 B 尖頭器 頁岩

６１ 娚杉B 剥片 メノウ

６２ 娚杉B 剥片 メノウ

６３ 娚杉B 二次調整の有る剥片 無斑昌ガラス質安山岩

６４ 娚杉 B 二次調整の有る剥片 チャート

６５ 瀬領 縄文土器 中期

６６ 瀬領 縄文土器 中期

６７ 瀬領 縄文土器 中期

６８ 瀬領 縄文土器 中期

６９ 瀬領 縄文土器 中期

７０ 瀬領 尖頭器 流紋岩

７１ 瀬領 尖頭器 メノウ

７２ 瀬領 二次調整の有る剥片 ガラス質流紋岩 黒曜石

７３ 瀬領 石錐 流紋岩

７４ 瀬領 二次調整の有る剥片 流紋岩

７５ 瀬領 石錐」 無斑昌ガラス質安山岩 中期

７６ 小原兜山 縄文土器 中期

７７ 小原兜山 縄文土器 中期

７８ 小原兜山 縄文土器 中期

７９ 小原兜山 縄文土器 中期

８０ 中平 縄文土器 中期

８１ 中平 縄文土器 中期

８２ 中平 縄文土器 中期

８３ 中平 縄文土器 中期

８４ 中平 縄文土器 中期

８５ 中平 縄文土器 中期

８６ 中平 縄文土器 中期

８７ 中平 縄文土器 中期

８８ 中平 縄文土器 中期

８９ 中平 縄文土器 中期

９０ 中平 縄文土器 中期

９１ 中平 縄文土器 中期 底部

９２ 中平 縄文土器 中期

９３ 中平 土偶

９４ 中平 石棒 安山岩

９５ーA 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 下呂石

B 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

C 中平 石鏃 チャート

D 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

E 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

F 中平 石鏃 頁岩

G 中平 石鏃 チャート

H 中平 石鏃 チャート

I 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

J 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

K 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

L 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

M 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

N 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

O 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

P 中平 石鏃 チャート

Q 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

R 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

S 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

T 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

U 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

V 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

W 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

X 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

Y 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

Z 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

AA 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

BB 中平 石鏃 チャート

CC 中平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

DD 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

EE 中平 石鏃 チャート

FF 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

GG 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

HH 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

II 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

JJ 中平 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

KK 中平 二次調整の有る剥片 粘板岩

LL 中平 石匙 チャート

MM 中平 石匙 チャート

NN 中平 石匙 ガラス質流紋岩 黒曜石 十勝石

９６ 笠舞 A 縄文土器 前期

９７ 笠舞A 縄文土器 中期

９８ 笠舞A 縄文土器 中期

９９ 笠舞A 縄文土器 中期

１００ 笠舞A 縄文土器 中期

１０１ 笠舞A 縄文土器 中期

１０２ 笠舞A 縄文土器 中期

１０３ 笠舞A 縄文土器 中期

１０４ 笠舞A 縄文土器 中期

１０５ 笠舞A 縄文土器 中期

１０６ 笠舞A 縄文土器 中期

１０７ 笠舞A 縄文土器 中期

１０８ 笠舞A 縄文土器 中期

１０９ 笠舞A 縄文土器 後期

１１０ 笠舞A 石匙 頁岩

１１１ 笠舞A 尖頭器 頁岩

１１２ 笠舞A 石鏃 ガラス質流紋岩 下呂石

１１３ 笠舞A 石鏃 ガラス質流紋岩 黒曜石

１１４ 笠舞A 石鏃 流紋岩

１１５ 笠舞A 二次調整の有る剥片 ガラス質流紋岩 黒曜石

１１６ 笠舞A 削器 流紋岩

１１７ 笠舞A 削器 チャート

１１８ 笠舞A 石錐 ガラス質流紋岩 黒曜石

１１９ 笠舞A 小型磨製石斧 蛇紋岩

１２０ 笠舞A 小型磨製石斧 蛇紋岩

１２１ 笠舞 針 鹿角製

１２２ 笠舞 釣り針 鹿角製

１２３ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１２４ 七兵衛平 石鏃 頁岩

１２５ 七兵衛平 石鏃 チャート

１２６ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１２７ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１２８ 七兵衛平 石鏃 チャート

１２９ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１３０ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１３１ 七兵衛平 石鏃 チャート

１３２ 七兵衛平 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１３３ 七兵衛平 石鏃 チャート

１３４ 七兵衛平 石錐 無斑昌ガラス質安山岩

１３５ 七兵衛平 二次調整の有る剥片 粘板岩

１３６ 七兵衛平 尖頭器 頁岩

１３７ 七兵衛平 石匙 チャート

１３８ 七兵衛平 削器 無斑昌ガラス質安山岩

１３９ 七兵衛平 削器 無斑昌ガラス質安山岩

１４０ 七兵衛平 削器 チャート

１４１ 七兵衛平 小型磨製石斧 蛇紋岩

１４２ 七兵衛平 �状耳飾 滑石

１４３ 七兵衛平 石錐 チャート

１４４ 七兵衛平 垂れ飾り 粘板岩 上部に穿孔

１４５ ハバ 楔型石器 頁岩

１４６ ハバ 調整痕の有る剥片 頁岩

１４７ ハバ 石鏃 チャート

１４８ 笠舞B 石鏃 チャート

１４９ 笠舞B 石鏃未製品 ガラス質流紋岩 下呂石

１５０ 笠舞B 石鏃未製品 無斑昌ガラス質安山岩

１５１ 笠舞B 石鏃未製品 チャート

１５２ 笠舞B 石鏃未製品 チャート

１５３ 笠舞B 石錐 無斑昌ガラス質安山岩

１５４ 笠舞B 石鏃 鉄石英

１５５ 笠舞B 石匙 メノウ

１５６ 笠舞B 石匙 メノウ

１５７ 笠舞B 二次調整の有る剥片 鉄石英

１５８ 笠舞B 石棒 安山岩

１５９ 笠舞B 縄文土器 晩期

１６０ 笠舞B 縄文土器 晩期

１６１ 笠舞B 縄文土器 晩期

１６２ 地獄谷 二次調整の有る剥片 鉄石英

１６３ 地獄谷 剥片 流紋岩

１６４ 地獄谷 剥片 頁岩

１６５ 地獄谷 剥片 流紋岩

１６６ 寺地 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１６７ 寺地 石鏃 無斑昌ガラス質安山岩

１６８ 寺地 剥片 流紋岩

１６９ 寺地 剥片 無斑昌ガラス質安山岩

１７０ 寺地 剥片 鉄石英

１７１ 寺地 剥片 鉄石英

１７２ 山崎山 剥片 流紋岩

１７３ 山崎山 剥片 流紋岩

１７４ 泉 石錘 安山岩

１７５ 泉 剥片 チャート

１７６ 泉 剥片 鉄石英

１７７ 泉 剥片 鉄石英

１７８ 猿丸神社 石錘 安山岩

１７９ 猿丸神社 剥片 流紋岩

１８０ 猿丸神社 剥片 ガラス質流紋岩 黒曜石

１８１ 猿丸神社 剥片 鉄石英

１８２ 長坂 剥片 頁岩

１８３ 長坂 剥片 頁岩

１８４ 長坂 剥片 頁岩

１８５ 山科 縄文土器 中期

１８６ 山科 縄文土器 中期

１８７ 山科 縄文土器 中期

１８８ 山科 縄文土器 中期

１８９ 寺地 縄文土器 中期

１９０ 寺地 縄文土器 中期

１９１ 寺地 縄文土器 中期

１９２ 板屋 縄文土器 中期

１９３ 板屋 縄文土器 中期

１９４ 板屋 縄文土器

１９５ 板屋 縄文土器

１９６ 板屋 縄文土器

１９７ 板屋 縄文土器

１９８ 板屋 打製石斧

１９９ 娚杉B 打製石斧 安山岩

２００ 舘 打製石斧

２０１ 舘山 打製石斧

２０２ サコ山 掛け仏 金銅製

２０３ 中之平 磨製石斧 蛇紋岩

２０４ 中之平 石匙 頁岩

２０５ 中之平 石鏃 ガラス質流紋岩 下呂石

２０７ 中之平 石鏃 チャート

２０８ 中之平 石鏃 チャート

２０９ 角間 縄文土器 前期

２１０ 東町 縄文土器

２１１ 東町 縄文土器 中期

２１２ 東町 縄文土器 中期

２１３ 東町 縄文土器 中期

２１４ 東町 縄文土器 中期

第１表 遺物の属性表
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遺跡番号 名 称 通称 種別 現状 時 代 備 考

０１００２ 四十万B遺跡 散布地 田・宅地 平安・中世

０１００３ 四十万南遺跡 散布地 田 奈良～中世 白山市曽谷町にまたがる。

０１００４ 四十万ヒッカジ遺跡 ヒッカジ 散布地 山林 奈良・平安 白山市曽谷町にまたがる。

０１００５ 四十万中世墓群 墓地 山林 中世

０１００６ 四十万C遺跡 散布地 山林 縄文草創期 片刃石斧

０１００７ 四十万D遺跡 散布地 山林 旧石器 石器

０１００８ 高尾城跡 シロヤマ 城跡 山林・宅地 室町

０１００９ 鞍ヶ岳城跡 ジョウヤマ 城跡 山林 鎌倉

０１０１０ おおうら山古墳群 オオウラ 墳墓 山林 不詳

０１０１１ 護摩堂跡 行場 山林 中世

０１０１２ 冠ヶ嶽城跡 オボケヤマ 城跡 山林 不詳

０１０１３ 小原兜山 散布地 山林 縄文 土器、石器

０１０１４ 鷲原遺跡 集落跡 山林 縄文

０１０１５ 熊走遺跡 散布地 田 縄文 磨製石斧

０１０１６ 娚杉A遺跡 シミズダ
イラ 集落跡 山林・畑 縄文 路面に炉跡２基露出。

０１０１７ 娚杉B遺跡 散布地 雑種地 縄文

０１０１８ 娚杉C遺跡 散布地 雑種地 縄文

０１０１９ 娚杉D遺跡 散布地 雑種地 縄文

０１０２０ 娚杉E遺跡 散布地 雑種地 縄文

０１０２１ 狐塚堡跡 キツネヅカ 堡跡 山林 安土桃山 天正年間 白見城か。

０１０２２ 菅池A遺跡 散布地 山林 縄文

０１０２３ 菅池B遺跡 散布地 雑種地 縄文

０１０２４ 菅池C遺跡 散布地 荒蕪地 旧石器 石刃、鉄塔により一部損壊。

０１０２５ 鷹巣城 シロノコシ 城跡 山林 安土桃山 １９７９年、市教委発掘調査。

０１０２６ 瀬領遺跡 集落跡 山林 縄文 土器、石器

０１０２７ 下鷲原遺跡 散布地 田 縄文

０１０２８ 相合谷城跡 ジョウノ 城跡 田 不詳

０１０２９ 東市瀬遺跡 集落跡 山林 縄文中期 １９８２～８３年、市教委発掘調査。

０１０３０ 白見城跡 コウシロ 城跡 雑種地 不詳

０１０３１ フクジ山城跡 城跡 雑種地 不詳

０１０３２ 湯涌荒屋遺跡 散布地 田 中世 珠洲焼

０１０３３ 平下城跡 城跡 畑 不詳

０１０３４ 東町遺跡 散布地 田 縄文中期 土器、石器

０１０３５ 町城跡 城跡 畑 不詳

０１０３６ 上山遺跡 散布地 畑 縄文前期

０１１０３ 御廟谷墳墓群 墳墓 草地 中世

０１１０４ 額谷遺跡 散布地 果樹園 古墳

０１１０５ 額谷ドウシンダ遺跡 散布地 田・山林 縄文～平安 １９８２年、市教委発掘調査。

０１１０６ 額谷城跡 カネヤブ 城跡 田 平安 石垣、平坦面。

０１１０７ 高雄山寺跡 散布地 山林 不詳 土師器、須恵器

０１１０８ 狐青横穴群 キツネノ
アオ 横穴墓 畑 古墳 ５基以上よりなる。

０１１０９ 高尾古墳 古墳 山林 古墳

０１１１０ 高尾B遺跡 散布地 山林 奈良 須恵器

０１１１１ 高尾ジョウザブロ
ウ横穴

ジョウザ
ブロウ 横穴墓 竹林 古墳後期 奥行２，５m、幅２m。

０１１１２ 高尾A遺跡 散布地 宅地 奈良・平安 土師器、須恵器

０１１１３ 高尾C遺跡 散布地 宅地 弥生・古墳

０１１１４ 高尾天神堂遺跡 散布地 田・畑 平安 土師器、須恵器

０１１１５ 高尾新町遺跡 散布地 田 奈良・平安 土師器、須恵器

０１１１６ 高尾新マトバ遺跡 マトバ 散布地 宅地 奈良・平安 土師器、須恵器

０１１１７ 窪遺跡 散布地 宅地 古墳・中世 土師器、中世陶器

０１１１８ 高尾シイナ塚古墳 古墳 田 古墳

０１１１９ 高尾公園遺跡 散布地 田・道路 平安 １９８０年、市教委発掘調査。

０１１２０ 大額キョウデン遺跡 キョウデン 散布地 宅地 不詳

０１１２１ 扇台遺跡 集落跡 宅 地・校
地・田 弥生・平安 １９９１年、県埋文センター発掘調査。

０１１２２ 扇が台ハワイゴク
遺跡 集落跡 宅地・田 縄文～中世 １９９０年、県埋文センター発掘調査。

０１１２６ 有松D遺跡 散布地 田 古墳・平安・室町 須恵器、珠洲焼

０１１２７ 有松B遺跡 散布地 田 平安 須恵器

０１１２８ 有松C遺跡 散布地 田 縄文～古墳 縄文土器、弥生土器、土師器

０１１２９ 有松A遺跡 オンジャク 集落跡 宅地・道路 縄文 竪穴住居あり。

０１１３０ 寺地シンドロ遺跡 シンドロ 散布地 田 古墳～平安

０１１３１ 寺地向田遺跡 ムカイダ 散布地 田 奈良 土師器、須恵器

０１１３２ 円光寺向田遺跡 ムカイダ 散布地 田 奈良・平安 須恵器

０１１３３ 円光寺B遺跡 マドノメッケ 散布地 田 縄文 石鏃

０１１３４ 寺地B遺跡 テラノマエ 散布地 田 奈良・平安 土師器、須恵器

０１１３５ 寺地A遺跡 ナガワリ 散布地 畑 縄文・奈良・平安 打製石斧、須恵器、古銭

０１１３６ 泉野遺跡 散布地 田・宅地 縄文 打製石斧２３本。

０１１３７ 泉野出町狐田遺跡 キツネダ 散布地 田 縄文 打製石斧

０１１３８ 長坂経塚 ロクセンブ 経塚 田 中世・近世 経石

０１１３９ 円光寺A遺跡 散布地 宅地 縄文 土器、石器

０１１４０ 山科かわらば遺跡 カワラバ 窯跡 田・宅地 江戸 素焼瓦多量

０１１４１ 山科やなした遺跡 ヤナシタ 散布地 田 奈良・平安 須恵器

０１１４２ 山科かなした遺跡 カナシタ 散布地 田・宅地 古墳 土師器

０１１４３ 満願寺山１号墳 古墳 山林 古墳

満願寺山２号墳 古墳 山林 古墳

満願寺山３号墳 古墳 山林 古墳

満願寺山４号墳 古墳 山林 古墳

０１１４４ 満願寺山砦 砦跡 山林 中世

０１１４５ 山科遺跡 ボヤシキ 散布地 田・宅地 縄文・奈良～
室町 縄文土器、土師器、須恵器、五輪塔

０１１４６ 山科かねつき堂遺跡 カネツキ
ドウ 散布地 宅地 縄文・奈良・平

安・室町
縄文土器、土師器、須恵器、古銭内臓壺、
鏡、五輪塔

０１１４７ 山科草山遺跡 クサヤマ 散布地 宅地・道路 奈良・平安 窯跡を含むか。

０１１４８ 山科うわの塚古墳 ウワノ 古墳 山林 古墳 円墳、径６～７m、倒卵形のプランで中世
以降の可能性もある。

０１１４９ 大乗寺B遺跡 散布地 墓地 古墳

０１１５０ 長坂二子塚古墳 ロクセンブ 古墳 畑・宅地 古墳 前方後円墳、全長５０m。

長坂２号墳 古墳 畑・宅地 古墳 方墳、辺１７．５m。

長坂みそ塚古墳 ミソヅカ 古墳 田 古墳 円墳、径５０m。

長坂善助塚古墳 古墳 畑 古墳 円墳、径約４０m。

遺跡番号 名 称 通称 種別 現状 時 代 備 考

０１１５１ 長坂A遺跡 散布地 畑 縄文・中世 石槍、珠洲焼、灯明皿

０１１５２ 旧野村練兵場遺跡 散布地 宅地 縄文 打製石斧

０１１５３ 長坂B遺跡 散布地 畑 古墳 土師器

０１１５４ 大乗寺山遺跡 散布地 墓地 縄文 打製石斧、磨製石斧

０１１５５ 大桑七兵衛平北遺跡 散布地 畑 縄文・奈良・平安 縄文土器、土師器、須恵器

０１１５６ 大桑七兵衛平遺跡 シチベイ
ダイラ 散布地 畑 平安 須恵器、瓦

０１１５７ 大桑町中平 ナカダイラ 散布地 畑 縄文 土器、石斧、石鏃、石錘

０１１５８ 三小牛作業場遺跡 ウワダイラ 散布地 荒地・宅地 縄文 土器、石斧、石鏃、石錘

０１１５９ 野田山三角点古墳 ウワノ 古墳 果樹園 古墳 円墳、径４２m、高３m。

０１１６０ 野田山遺跡 散布地 山林 古墳 須恵器

０１１６１ つつじが丘遺跡 散布地 山林 縄文 土器、石器

０１１６２ 三小牛オンマ山遺跡 オンマヤマ 散布地 畑 奈良・平安 瓦、土師器、須恵器

０１１６３ 別所遺跡 散布地 山林 縄文

０１１６４ さこ山C遺跡 散布地 田 縄文・古墳

０１１６５ 三小牛ハバ遺跡 ハバ 寺院跡 畑・田 奈良・平安 １９８６～８８年市教委発掘調査。

０１１６６ 三小牛さこ山B
遺跡 サコヤマ 散布地 田・宅地 縄文 土器、磨製石斧

０１１６７ 三小牛さこ山遺跡 サコヤマ 散布地 田 奈良 和同開珎、銅製鈴、鉄器、須恵器

０１１６８ 黒壁山遺跡 クロカベ
ヤマ 砦跡 山林 近世 物見台、連絡台か。

０１１６９ 山川三河守砦跡 シロガケ 堡跡 山林 室町 長享頃、山川三河守。

０１１７０ 長坂狐塚古墳 キツネヅカ 古墳 田 古墳 中世以降の塚の可能性あり。

０１１７１ 中戸遺跡 散布地 畑 縄文 １９７４年土地改良工事中発見。

０１１７２ 天池遺跡 散布地 山林 縄文早期 石器、土器

０１１７３ 満願寺山遺跡 散布地 山林 弥生 土器、石鏃

０１１７４ 寺屋敷跡 テラノマエ 館跡 山林 不詳

０１１７５ 上辰巳遺跡 散布地 山林 縄文 土器

０１１７６ 浅川１号窯跡 窯跡 学校 奈良・平安 １９７１年、８６年市教委発掘調査。

浅川２号窯跡 窯跡 宅地 奈良 １９７６年、市教委発掘調査。

浅川３号窯跡 窯跡 宅地・学校 奈良 １９８６年、市教委発掘調査、２基あり。

浅川４号窯跡 窯跡 山林 奈良 須恵器（甕、甑、坏）

浅川５号窯跡 窯跡 畑 奈良・平安 須恵器、瓦

浅川６号窯跡 窯跡 畑 平安

０１１７７ 辰巳１号窯跡 タクラ 窯跡 宅地 奈良 須恵器

辰巳２号窯跡 タクラ 窯跡 山林 奈良 灰原、煙道残存。

辰巳３号窯跡 タクラ 窯跡 山林・畑 奈良 須恵器

０１１７８ 末１号窯跡 窯跡 通学路 平安 須恵器

末２号窯跡 窯跡 山林 平安 １９８６年、市教委発掘調査、窯体のみ残存。

末３号窯跡 窯跡 山林 平安 １９８６年、市教委発掘調査。

０１１７９ 光専寺跡 ボウヤシキ 寺院跡 宅地 室町

０１１８０ 末遺跡 散布地 畑 縄文 土器、打製石斧

０１１８１ 舘遺跡 散布地 畑 縄文 磨製石斧

０１１８２ 舘山遺跡 散布地 果樹園・
宅地 縄文 石器

０１１８３ 土清水遺跡 散布地 畑 平安 須恵器

０１１８４ 大桑橋遺跡 散布地 宅地 弥生・奈良 弥生土器、鉄器

０１１８５ 旧上野射撃場遺跡 散布地 宅地 縄文

０１１８６ 崎浦御塚遺跡 古墳 校地 古墳 金沢大学工学部敷地。

０１１８７ 上野本町遺跡 散布地 宅地 縄文 石器

０１１８８ 三口新町遺跡 散布地 宅地 平安 須恵器、土師器

０１１８９ 笠舞A遺跡 集落跡 宅地・畑 縄文・古墳 １９７７～７９、８６～８８年市教委、県教委、県
埋文センター発掘調査。

０１１９０ 笠舞B遺跡 散布地 宅地・公園 縄文晩期 土器、石斧、石鏃

０１１９１ 十一屋遺跡 散布地 宅地 縄文 打製石斧、石棒

０１１９２ 法島遺跡 散布地 畑 縄文中期 土器、打製石斧

０１２１５ 金沢城 城跡 公園 安土桃山 瓦、陶磁器、漆器

０１２１６ 広坂遺跡 散布地 公園 平安 須恵器

０１２１７ 竪町遺跡 散布地 宅地 縄文 石器

０１２２０ 兼六園遺跡 散布地・
屋敷跡 公園 縄文、江戸 １９８９年県埋文センター発掘調査。

０１２２１ 奥村氏（宗家）屋敷跡 屋敷跡 病院 江戸 加賀藩家老奥村氏屋敷跡。

０１２２２ 本田氏屋敷跡 屋敷跡 校地・宅地 江戸 加賀藩家老本田氏屋敷跡。

０１２２６ 鈴見遺跡 散布地 田 奈良・平安

０１２２７ 田上遺跡 散布地 田 縄文早期・晩期 土器、１９５８年、改田中採集。

０１２２８ 若松八幡社遺跡 散布地 田 室町

０１２２９ 若松本泉寺跡 寺院跡 畑・宅地 室町

０１２３０ 若松大池遺跡 散布地 山林 縄文 石鏃

０１２３１ 若松マキノ遺跡 マキノ 散布地 山林 縄文・奈良・中世 縄文土器、土師器、須恵器、珠洲焼

０１２３２ 角間川遺跡 散布地 山林 縄文早期、中期

０１２３３ 若松遺跡 散布地 田 奈良・平安 須恵器

０１２３４ 角間乾場山遺跡 ホシバヤマ 散布地 校地 縄文・平安 １９８７年、金沢大学発掘調査。

０１２３５ 戸室新保遺跡 散布地 山林 縄文 石器

０１２３６ 高峠城跡 シロノコシ 城跡 山林 安土桃山 土塁、平坦面

０１２３７ 釣部横穴 横穴墓 山林 古墳

０１２３８ 長井谷伝灯寺跡 アラヤシキ 寺院跡 山林・畑・
宅地 鎌倉 空濠、平坦面

０１２３９ 伝灯寺遺跡 散布地 畑・田 縄文 土器、磨製石斧

０１２４０ 伝灯寺横穴群 横穴墓 山林 古墳後期

０１２４１ 夕日寺跡 テラマエ 寺院跡 山林 南北朝

０１２４２ 夕日寺B遺跡 散布地 山林 平安・鎌倉 土師器

０１２４３ 釣部A遺跡 散布地 山林 平安 土師器、須恵器

０１２４４ 夕日寺遺跡 散布地 校地 縄文 磨製石斧、石鏃

０１２４５ 長屋城跡 ハナオ 城跡 山林 不詳 平坦面、石垣あり。伝佐久間盛政居城。

０１２４６ 東長江イノタニ城
跡 城跡 山林 不詳

０１２４７ 東長江横穴群 横穴墓 山林 古墳後期

０１２４８ 鼻緒城跡 城跡 山林・畑 室町

０１２４９ 御所遺跡 ニシバタケ 散布地 畑 縄文・古墳 縄文土器、磨製石斧、土師器

０１２５０ 御所二条館跡 ゴショヤブ 館跡 畑 南北朝

０１２５１ 御所八塚山古墳群 ハチツカ
ヤマ 古墳 山林 古墳

０１２５２ 山ノ上横穴群 横穴墓 山林・宅地 古墳後期 １０基よりなる。小坂神社の裏山に所在。

第２表 遺跡一覧表
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Ｏ笠舞遺跡針出土地点 Ｐ日吉神社 Ｑ崎浦 Ｒ若松 Ｓ袋七曲

第１０図 遺跡地図

― 62 ―




